
 
 

FISC 調査報告会 開催のご案内 
  

 当センターにて、4 月 15 日に公表いたしました調査レポート「金融業界における API の取組状況」について報告させていた

だきます。 

この機会に是非お申込みください。 
 

記 
 

１． 日時: 6 月 4 日（水） 15:00～15:45（オンラインライブセミナー Webex Webinars） 

                     翌日以降アーカイブ配信 

※アーカイブ配信のみ視聴の場合もお申込みが必要です。視聴用 PW をセミナー終了後、送付します 

２．受講料:FISC 会員及び子会社の役職員  無料 、一般 1,000 円、教育機関 500 円（消費税込） 

３. 申込方法:当センターホームページ（https://www.fisc.or.jp）からお申込みください 

お申込み後、当日午前中までに Webex より招待メールを送付させていただきます 

４. 申込期間:4 月 15 日（火）～5 月 27 日（火）12 時 

５．プログラム: 講演後、質疑応答含む 
➢  FISC ニュース  当センターの調査研究活動についてご説明いたします 

 

➢  金融業界における API の取組状況（40 分） 
                      講師:企画部 主任研究員 髙野 晴行 

 

 

【ご連絡】 調査レポートの内容説明後、質疑応答の時間を設けます。事前に質問がある場合は、以下メールアドレス宛にご連絡く

ださい。 

 

 

 

 

■問合せ先■   公益財団法人 金融情報システムセンター（FISC） 研修センター 中山 

   E-mail:houmon@fisc.or.jp  

                                                 TEL:03-5542-6078 

金融業界におけるオープン API について、参照系 API が普及している一方、更新系 API が低位にある状態が継続し

ている。金融機関を起点とする API の利用は、全体として、オープン API を含む複数の形式で広がっている。顧客サー

ビスの向上や業務効率化、セキュリティ強化などの課題に向き合う金融機関が課題解決の手段として API を利用して

いる。電子決済等代行業者においては、業界団体が主導し、技術的課題に関する改善策等について調査・検討を

進めているほか、API を活用した新しいサービスの創出に取り組む先がみられる。 

本調査では、当センターでの金融機関アンケートの集計結果や関係者との意見交換から得られた情報、及び API 連

絡会における議論をもとに、金融業界における API の取組みについて考察する。 


